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　雨あめの日ひのつれ〴〵に、佛ほとけ、教をしへてのたまはく、昔むかし某それの國くにに一婦いつぷありて女ぢよを生うめり。此この婦をんな恰あたかも弱竹なよたけの如ごとくにして、生うまれし女むすめ玉たまの如ごとし。年としはじめて三歳さんさい、國君こくくん其その色いろを聞きこし召めし、仍すなはち御殿ごてんにお迎むかへ遊あそばし、掌たなごころに据すゑられしが、忽たちまち恍惚うつとりとなり給たまふ。然さるにても其その餘あまりの美うつくしさに、ひととなりて後のち國くにを傾かたむくる憂うれひもやとて、當時たうじ國中こくちうに聞きこえたる、道人だうじん何某なにがしを召出めしいだして、近ちかう、近ちかう、爾なんぢよく此この可愛かはゆきものを想さうせよ、と仰おほせらる。名道人めいだうじん畏かしこまり、白しろき長ながき鬚ひげを撫なで、あどなき顏かほを仰向あふむけに、天眼鏡てんがんきやうをかざせし状さま、花はなの莟つぼみに月つきさして、雪ゆきの散ちるにも似にたりけり。

　やがて退しさりて、手てを支つかへ、は、は、申上まをしあげ奉たてまつる。應おう、何なんとぢや、とお待兼まちかね。名道人めいだうじん謹つゝしんで、微妙いみじうもおはしまし候さふらふものかな。妙齡としごろに至いたらせ給たまひなば、あはれ才徳さいとくかね備そなはり、希有けうの夫人ふじんとならせ給たまはん。即すなはち、近ちかごろの流行りうかうの良妻賢母りやうさいけんぼにましますべし。然さりながら、我わが君主との、無禮なめなる儀ぎには候さふらへども、此この姫ひめ、殿とのの夫人ふじんとならせたまふ前まへに、餘所よその夫をつとの候さふらふぞや。何なんと、と殿樣とのさま、片膝かたひざ屹きつと立たてたまへば、唯は唯は、唯は、恐おそれながら、打槌うつつちはづれ候さふらふても、天眼鏡てんがんきやうは淨玻璃じやうはりなり、此この女ぢよ、夫をつとありて、後のちならでは、殿とのの御手おんてに入いり難がたし、と憚はゞからずこそ申まをしけれ。

　殿とのよツく聞きこし召めし、呵々から〳〵と笑わらはせ給たまひ、余よを誰たれぢやと心得こゝろえる。コリヤ道人だうじん、爾なんぢが天眼鏡てんがんきやうは違たがはずとも、草木くさきを靡なびかす我われなるぞよ。金かねの力ちからと權威けんゐを以もつて、見事みごとに此この女もの祕藏ひざうし見みすべし、再ふたゝび是これを阿母おふくろの胎内たいないに戻もどすことこそ叶かなはずとも、などか其その術すべのなからんや、いで立處たちどころに驗しるしを見みせう。鶴つるよ、來こいよ、と呼よびたまへば、折をりから天下太平てんかたいへいの、蒼空あをぞら高たかく伸のしたりける、丹頂千歳たんちやうせんざいの鶴つる一羽いちは、ふは〳〵と舞まひ下おりて、雪ゆきに末黒すゑぐろの大紋だいもんの袖そでを絞しぼつて畏かしこまる。殿との、御覽ごらうじ、早速さつそくの伺候しこう過分々々くわぶん〳〵と御召おめしの御用ごようが御用ごようだけ、一寸ちよつとお世辭せじを下くだし置おかれ、扨さてしか〴〵の仔細しさいなり。萬事ばんじ其その方はうに相あひまかせる、此女このもの何處いづこにても伴ともなひ行ゆき、妙齡としごろを我わが手てに入いれんまで、人目ひとめにかけず藏かくし置おけ。日月ひつきにはともあらん、夜分やぶんな星ほしにも覗のぞかすな、心得こゝろえたか、とのたまへば、赤あかい頭巾づきんを着きた親仁おやぢ、嘴くちばしを以もて床ゆかを叩たゝき、項うなじを垂たれて承うけたまはり、殿とのの膝ひざにおはします、三歳さんさいの君きみをふうはりと、白しろき翼つばさに掻かい抱いだき、脚あしを縮ちゞめて御庭おんにはの松まつの梢こずゑを離はなれ行ゆく。

　恁かくて可凄すさまじくも又また可恐おそろしき、大薩摩おほさつまヶ嶽たけの半なかばに雲くもを貫つらぬく、大木たいぼくの樹みきの高たかき枝えだに綾錦あやにしきの巣すを營いとなみ、こゝに女むすめを据すゑ置おきしが、固もとより其その處ところを選えらびたれば、梢こずゑは猿ましらも傳つたふべからず、下したは矢やを射いる谷川たにがはなり。富士河ふじがはの船ふねも寄よせ難がたし。はぐくみ參まゐらす三度さんどのものも、殿とのの御扶持ごふちを賜たまはりて、鶴つるが虚空こくうを運はこびしかば、今いまは憂慮きづかふ事ことなし？ とて、年月としつきを經ふる夜毎々々よごと〳〵、殿とのは美うつくしき夢ゆめ見みておはしぬ。

　恁かくてぞありける。あゝ、日ひは何時いつぞ、天てんより星ほし一ひとつ、はたと落おちて、卵たまごの如ごとき石いしとなり、其その水上みなかみの方かたよりしてカラカラと流ながれ來くる。又またあとより枝一枝えだひとえだ、桂かつらの葉はの茂しげりたるが、藍あゐに緑みどりを飜ひるがへし、渦うづを捲まいてぞ流ながれ來くる。續つゞいて一人ひとりの美少年びせうねん、何處いづこより落おちたりけん、華嚴けごんの瀧たきの底そこを拔ぬけて、巖いはの缺かけらと藻屑もくづとともに、雲くもより落おちつと覺おぼしきが、助たすけを呼よぶか諸手もろてを上あげて、眞俯向まうつむけに流ながれ來きしが、あはよく巖いはに住とゞまりて、一瀬ひとせ造つくれる件くだんの石いしに、はた其その桂かつらの枝えだまつはりたるに、衣ころもの裾すそを卷まき込こまれ、辛からくも其その身みをせき留とめつ。恰あたかもよし横よこざまに崖がけを生おひ出いでて、名なを知しらぬ花はな咲さきたる、樹きの枝えだに縋すがりつも、づぶ濡ぬれのまゝ這はひ上あがりし、美うつくしき男をとこなれば、これさへ水みづの垂たるばかり。草くさをつかみ、樹きを辿たどりて、次第しだいに上そらへ攀上よぢのぼる。雫しづくの餘波あまり、蔓つるにかゝりて、玉たまの簾すだれの靡なびくが如ごとく、頓やがてぞ大木たいぼくを樹上きのぼつて、梢こずゑの閨ねやを探さぐり得えしが、鶴つるが齊眉かしづく美女たをやめと雲くもの中なかなる契ちぎりを結むすびぬ。

　里さとの言葉ことばを知しらぬ身みも、戀こひには女をんな賢さかしうして、袖そでに袂たもとに蔽おほひしが、月日つきひ經たつまゝ、鶴つるはさすがに年としの功こう、己おのが頭かしらの色いろや添そふ、女むすめの乳ちゝの色いろづきけるに、總毛そうげを振ふるつて仰天ぎやうてんし、遍あまねく木この葉はを掻搜かきさがして、男をとこの裾すそを見出みだししかば、ものをも言いはず一嘴ひとくちばし、引咬ひつくはへて撥はね飛とばせば、美少年びせうねんはもんどり打うつて、天上てんじやうに舞上まひあがり、雲雀ひばりの姿すがたもなかりしとぞ。

外面女菩薩げめんによぼさつ──内心如夜叉ないしんによやしや


　心得こゝろえたか、と語かたらせ給たまへば、羅漢らかんの末席まつせきに侍さぶらひて、悟顏さとりがほの周梨槃特しゆりはんどく、好このもしげなる目色めつきにて、わが佛ほとけ、わが佛殿ほとけどのと道人だうじんの問答もんだふより、木この葉はを衾ふすまの男女なんによの睦言むつごと、もそつとお説ときなされと言いふ。佛ほとけ、苦笑にがわらひしたまひて、我われは知しらずとのたまひぬ。

明治四十一年五月

底本：「鏡花全集　巻二十七」岩波書店

　　　1942（昭和17）年10月20日第1刷発行

　　　1988（昭和63）年11月2日第3刷発行

※題名の下にあった年代の注を、最後に移しました。

※底本は、物を数える際や地名などに用いる「ヶ」（区点番号5-86）を、大振りにつくっています。

入力：門田裕志

校正：土屋隆

2007年4月9日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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